














と方法】 A 病院内の 3ヶ月・6ヶ月フォローアップ研修を
受講した，初めてプリセプターの役割を担った 63 名を対
象とした．この 2 研修内で対象者が実施した「困っている
事」「プリセプターを経験して良かった事」というテーマ
のワークの記載内容を研修実施時期別に，質的帰納的に分
析した．本研究は，群馬大学人を対象とする医学系研究倫
理審査委員会の承認を受け実施した（2017-238）．【結　
果】 3ヶ月期に困っている事は，〈不確実な指導方法と自信
の不足〉〈新人の業務遂行能力や成長度合いへの懸念〉な
どであった．6ヶ月期は，〈新人との勤務のすれ違いによる
指導の不足〉が新たに導かれた．プリセプターを経験して
良かったことは，3ヶ月期は，〈学習機会の増加による自分
自身の成長〉〈新人の成長により感じる嬉しさ〉などであっ
た．6ヶ月期には，〈新人の成長により感じる楽しさとやり
がい〉などが導かれた．【考察と結語】 3ヶ月期の困難感
の多くを占めていた，自身の指導に対する自信のない思い
は，6ヶ月期には，新人との勤務が合わないことによる困
難へと変化していた．肯定的な思いは，両時期で相似して
いたが，6ヶ月期では，プリセプターの任務がやりがいに
つながっていた．本研究では，プリセプターが感じている
否定的な思いと肯定的な思いを経時的に明らかにした．否
定的な思いは経時的変化がみられたが，肯定的な思いには
大きな変化が見られなかった．実地指導者を支援する教育
担当者は，プリセプターに肯定的な思いをさらに自覚させ，
自己効力感を高める支援が必要である．
２．附属病院と大学の協働による地域完結型看護実践がで
きる附属病院看護職の人材育成　―暮らしを見据えた看
護が実践できるというビジョン実現に向けた附属病院と
大学の協働型人材育成の取り組み―
　　　　　高田　幸子1，塚越　聖子1，今井　裕子1
　　　　　常盤　洋子2，中村　美香2，金井　好子1
　　　　　大谷　忠広1，冨田千恵子1，貞形　衣恵1
　　　　　瀬沼麻衣子1，坂口千恵美1，深澤　友子2
　　　　　塚越　徳子2，箱崎　友美2，冨丘　洋子1
　　　　　佐藤　綾子1，神田　清子2
　　　　　　　　　（１　群馬大医・附属病院・看護部）
　　　　　　　　　（２　群馬大院・保・看護学）
【背景と目的】 地域包括ケアシステムの構築と地域完結型
医療への転換が推進される中，病院の看護職には地域での
暮らしを見据えた看護実践が求められている．群馬大学医
学部附属病院（以下当院）でも地域完結型看護実践ができ
る看護職の育成が急務となった．平成 28 年に大学との協
働による附属病院GP関連教育連携班（以下GP教育連携班）
を発足し，地域完結型看護人材育成に取り組んだのでその
成果を報告する．【材料と方法】 GP 教育連携班は，ビ
ジョン「大学病院の看護職として地域での役割を自覚し暮
らしを見据えた看護実践ができる」を基に，地域完結型看
護人材育成における 3 つの課題（①「スタッフの知識不足・
認識不足」②「看護管理者の意識改革」③「多職種連携の可
視化」）を抽出し，解決に取り組んだ．まず，全看護職員
に「在宅ケアマインド」の概要について周知活動を実施した．
さらに，地域完結型看護実践に関する知識の教授を目的に
在宅ケアシリーズを実施した．また，副看護師長を対象に
看護管理研修Ⅰ（退院支援）とスタッフの協働による各部
署の特徴を踏まえた退院支援フローチャートの作成を支援
した．【結　果】 周知活動で在宅ケアマインドは全看護
職員（667 名）の 34.6％に周知されていた．在宅ケアシリー
ズでは暮らしを見据えた退院支援の重要性の認識が高まっ
た．看護管理研修Ⅰには全副看護師長（65 名）が参加し，
地域包括ケアにおける看護職の役割の再認識，暮らしを見
据えた退院支援・調整の理解が浸透した．また，自部署に
適した退院支援フローチャートが作成され，看護実践への
評価を得た．【考察と結語】 周知活動と研修によって看
護職の暮らしを見据えた看護実践や多職種連携の理解が深
まった．さらに，組織全体での暮らしを見据えた退院支援・
調整の意識が高まり，退院支援フローチャートを活用した
地域完結型看護実践が浸透しつつある．今後は，大学と協
働し全看護職員対象の継続教育研修プログラムを検討し実
践力向上を図る．
